


東京上空の宇宙から見た風景　人々の営みが、光の集まりとして、星屑のように現れる

海・川、そして人の生み出した環状インフラ　東京の都市構造は秩序と無秩序が入り混じる

写真出典：JAXA デジタルアーカイブ



ざわめく都市の中で、私たちのつくる建築は思い出の風景となっているのだろうか







CONTAINER

TOKYO

PLOT/MAPPING BEND/EXPANSIPON TOKYO KALEIDSCOPE

by SHIMZ CORPORATION STREAM DEW

40ft　L：12m×W：2.4m×H：2.4ｍ

at TOKYO DESIGNERS WEEK 2012　Container Exhibition

※１

１. コンテナの展開図を東京の地図に見立てる
　・東京の特徴的な環状ストラクチャー「山手線の LOOP」　
　・自然との境界を明示する　　　　　  「東京湾の海岸線」
　　により、展示空間にストラクチャーを与える

２. 清水建設が東京の中でデザインしてきた建築の所在をプロットする

３. 内部空間は万華鏡の効果を出す様、反射・映り込みのある鏡面材で包み込む

４. 山手線のループ・海岸線・建築の所在地に LEDで光を灯す

５. シミズデザインの建築を背景にした、人々の生活の姿を描いた写真を散りばめる

※作品の数が膨大であるため、23 区内の中から、1960 年以降・延面積 3000 ㎡のフィルタリングにより、約 200 作品を抽出

東京という、多様性に満ちた大都市が万華鏡の中に無限に広がる

これまで清水建設の設計組織が生み出してきた建築が、人々の生活に溶け込み、どのような生活のワンシーン
を描いているかを、「私たちのつくる建築は、思い出の風景となっているだろうか」をテーマに展示した。

コンテナという限りあるスケール・テンポラリーな空間の中で、無限遠の中に立つ「驚き」「喜び」そして
人々がつくり、営んできた都市・建築の可能性を感じられるアート空間の創造を目指した

ヒト、モノのあふれる都市「東京」
そこに住む人々の日常の風景
その中に溶け込む建物
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PARIS

NEW YORK

TOKYO

一つ一つの作品に、設計者が込めた思いを、東京をイメージした無限に広がる空間の中に、光る星屑のように表現したいと考えた

SHIMZ DESIGN BUILD

TOKYO

URBAN STRUCTURE

TOKYO BAYYAMANOTE LINE

東京の都市構造を世界の大都市と比較してみる
一見、自然発生的な無秩序に見えるが、その中に
環状構造が浮かび上がってくる
それは、交通インフラである 山手線、環 7道路、
首都高速道路…
中心部 (23 区 ) に特徴的な環状構造である



PHOTO EXHIBITION



東京の都市構造である環状の光は、限りある展示空間の中で増幅し、無限に広がる都市のイメージとなる
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外壁正面展開図　S=1:100 

平面図　S=1:100 

エントランス回転ドア図　S=1:40 入口部展開図　S=1:60 

入口部平面図　S=1:60 

INTERIOR
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内壁展開図　S=1:100 

内壁展開図　S=1:100 

天井伏図　S=1:100 



DETAIL



床断面図詳細図　S=1:5 



S=1/10

S=1/５

線幅1ミリ

山手線　幅 15 ミリ
S=1/1,1/20(A1)

2012.10.10 
サイン (Bank Gothic Medium　H=25)
カッティングシート切文字
(３Mスコッチカルフィルムパールホワイト JS-6809SCL-P)

レイアウト図

床壁天井に応じて、山手線と直交するように回転

S=1/20　

天井

壁

床

壁
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星大　30Φ

サイン ( 小塚ゴシック R　H=15)
カッティングシート切文字
(３Mスコッチカルフィルムパールホワイト JS-6809SCL-P)

サイン ( オリジナルフォントH=25)
カッティングシート切文字
(３Mスコッチカルフィルムパールホワイト JS-6809SCL-P)

サイン ( 小塚ゴシック R　H=15)
カッティングシート切文字
(３Mスコッチカルフィルム
パールホワイト JS-6809SCL-P)

サイン
( 小塚ゴシック R　H=15)
カッティングシート切文字
(３Mスコッチカルフィルム
パールホワイト JS-6809SCL-P)

星大　30Φ

模型穴　120Φ,200 Φ,230Φ

SIGN DESIGN
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開館時間 /11:00 ～ 21:00（最終日は 18:00 まで）

＠明治神宮外苑絵画館前（中央広場）

2012.10.30      －2012.11.05［Tue］ ［Mon］

私たちのつくる建築は思い出の⾵景となっているだろうか

清⽔建設 コンテナ展



2012.10.30    －2012.11.05
開館時間 /11:00 ～ 21:00（最終日は 18:00 まで）

［Tue］ ［Mon］

■TOKYO DESIGNERS WEEK 2012　公式 HP

http://www.tdwa.com/

■TOKYO DESIGNERS WEEK.tv

　毎週月曜日 23:00 ～ BS 日テレにて放送中

私たちのつくる建築は思い出の風景となっているだろうか

■住所

　〒160-0013　東京都新宿区霞ヶ丘町 2-3

　明治神宮外苑 絵画館前（中央広場）  

■アクセス

　JR 中央･総武線

　銀座･半蔵門･大江戸線

　銀座線

　大江戸線

清⽔建設 コンテナ展
CONTAINER CONCEPT

 EVENT INFORMATION

明治神宮外苑

青山一丁目

信濃町

千駄ヶ谷

外苑前

外苑球場

慶応義塾大学病院

南青山三丁目 青山二丁目

国立競技場

秩父宮記念
スポーツ博物館

「信濃町駅」「千駄ヶ谷駅」

「青山一丁目駅」

「外苑前駅」

「国立競技場駅」

清水建設 stream DEW

×

貨物用コンテナを再利用するという、
TDW が生み出したオリジナルコンテンツ。 
コンテナという独立した空間でプロモー
ション、ブランディングを完結できるの
が特徴。
また来場者に対して、参加型のインタラク
ティブアートや、空間全体を彩るインスタ
レーション、プロジェクターを駆使した
メディアアートまで、ここでしかできない
展示で来場者を魅了する事ができる。

潮流＝ストリーム（stream）の源泉は雫
（DEW）である。これは個々人の創造性
発露が、社員相互の啓発・情報共有の源
であり、それが大きな流れになるとの趣
旨から若手社員が名付けたものである。
2009 年より、その活動が「まるごとシ
ミズの証し」となる事を目指し、

「stream DEW 委員会」がスタートした。
シミズの「ものづくり」「ひとづくり」
を軸に、若手社員の自由な発案によるプ
ログラムユニットが進行している。

東京デザイナーズウィーク

Ｔｏｋｙｏは無数の人･モノ･建築の混在により成立し、その中に清水建設

が設計・施工した建物も数多くあり、多くの人々に利用されている。

私たちは建物をデザインする際、その建築が「時代を牽引する環境を創造

する」ことを目標に、時代の潮流を牽引し、都市や場所の象徴となること

を常に目指している。

コンテナ展では、Ｔｏｋｙｏという都市を無限に広がる万華鏡の手法を用い

て表現した。その中にこれまで清水建設が生み出してきた建築が人々の生

活にどのように溶け込み、どのような日常生活のワンシーンを描いている

かをあらためて問い直している。それと同時に来場頂く多くの方々の身近

な場所に私たちのデザインした建築が存在していることを知らせることも

目的としている。

コンテナ展



PROCESS



TOKYO DESIGERS WEEK
2012　10.30-11.05











STREAM DEW 2012

井川　博英

今井　宏

田中　裕伸

佐藤　琢磨松山　晶子 南野　友子

渡辺　高史

山田　航司

村上　又三郎加藤　万貴

小林　靖水島　一彦

福永　唯行菅野　英幸

石川　芙紗子

谷　泰人

松尾　昌一 堀　哲也

藤井　誠 市原　裕之

末森　憲義 吉田　郁夫

高橋　晃一熊谷　澄雄

※Stream DEWとは
潮流 =ストリーム (stream) の源流は雫 (DEW) にある。これは個々人の創造性発露が、社員相互の啓発･情報共有の源であり、それが大きな流れとなる。そんな思いを込め 2007 命名。
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